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■
10
月
１
日
・
２
日

　

高
齢
者
訪
問
支
援
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
（
魚
津
地
区
）

■
10
月
19
日
・
20
日

　

高
齢
者
訪
問
支
援
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
（
砺
波
地
区
）

■
10
月
29
日
・
30
日

　

高
齢
者
訪
問
支
援
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
（
高
岡
地
区
）

■
12
月
４
日

　

県
老
連 

第
２
回
理
事
会

　

県
老
連 

第
２
回
女
性
委
員
会

■
12
月
８
日

　

地
域
料
理
伝
承
教
室
（
射
水
市
）

■
令
和
３
年
１
月
７
日

　

県
老
連 

正
・
副
会
長
会
議

■
２
月
２
日

　

全
老
連 

都
道
府
県
・
指
定
都
市
老
連
代
表
者
会
議

■
２
月
19
日

　

県
老
連 

正
・
副
会
長
会
議

■
２
月
24
日

　

県
老
連 

第
３
回
女
性
委
員
会

　

県
老
連 

友
愛
活
動
実
践
者
研
修
会

■
３
月
４
日

　

県
老
連 

第
３
回
理
事
会

　

県
老
連 

高
齢
者
訪
問
支
援
活
動
検
討
委
員
会

■
３
月
11
日

　

全
老
連 

理
事
会
・
評
議
員
会

■
３
月
19
日

　

県
老
連 

市
町
村
老
連
事
務
局
長
会
議

県
老
連
の
動
き

令
和
２
年
10
月
～
令
和
３
年
３
月

　

令
和
二
年
度
高
齢
者
訪
問
支
援
活
動
推
進
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
会
が
、
九
月
上
旬
か
ら
十
月
下
旬
に

わ
た
り
、
各
二
日
間
の
日
程
で
県
内
五
地
区
六
会
場

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
一
人
暮
ら
し
、
高
齢
者
の
み
の

世
帯
、
寝
た
き
り
の
在
宅
高
齢
者
に
対
し
て
、
話
し

相
手
や
日
常
生
活
上
の
援
助
な
ど
の
訪
問
活
動
等
を

実
施
し
て
い
る
地
域
に
お
い
て
実
践
的
指
導
者
と
な

る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
と
支
援
能
力
の
充
実
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

研
修
内
容
は
、
高
齢
者
の
福
祉
、
健
康
、
認
知
症
、

フ
レ
イ
ル
予
防
及
び
防
災
知
識
等
、
多
岐
に
わ
た
り

ま
し
た
。

　

特
に
、
今
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
研
修
会
と
い

う
こ
と
で
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
受
講
者
を
厳
選

し
た
う
え
で
座
学
中
心
の
内
容
に
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、
地
域
で

支
え
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

養
成
も
図
り
ま
し
た
。

　

な
お
、各
会
場
の
受
講
者
数
等
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

高
齢
者
訪
問
支
援
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修
会
開
催
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全
国
一
斉
に
取
り
組
む
こ

と
で
地
域
社
会
に
感
謝
を
表

し
、
地
域
の
担
い
手
と
し
て

の
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
力
を
示

す
た
め
、
美
化
活
動
や
環
境

に
や
さ
し
い
活
動
等
に
県
内

会
員
約
五
万
八
千
人
が
取
り

組
み
ま
し
た
。

開催場所 期　　日 会　　　場　 参 加 範 囲 受講者数

富山地区⑴
令和２年
９月８日㈫
９月９日㈬

県総合福祉会館 701 号室
（サンシップとやま）
（富山市安住町 5-21）

富山市 13 名

富山地区⑵
令和２年
９月16日㈫
９月17日㈬

県総合福祉会館 601 号室
（サンシップとやま）
（富山市安住町 5-21）

滑川市　中新川郡 14 名

射 水 地 区
令和２年
９月28日㈪
９月29日㈫

救急薬品市民交流プラザ
（射水市戸破 4200-11） 射水市 25 名

魚 津 地 区
令和２年
10月１日㈭
10月２日㈮

ありそドーム
（魚津市北鬼江 2898-3）

魚津市　黒部市
下新川郡 20 名

砺 波 地 区
令和２年
10月19日㈪
10月20日㈫

砺波まなび交流館
（砺波市栄町 717） 砺波市　南砺市 31 名

高 岡 地 区
令和２年
10月29日㈭
10月30日㈮

高岡市ふれあい福祉センター
（高岡市博労本町 4-1）

高岡市　氷見市
小矢部市 25 名

計 ６会場 128 名

朝日町

全
国
一
斉

社
会
奉
仕
の
日

― 

安
心
・
安
全
の

　
　
　
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を 

―

九
月
二
十
日
㈰

射水市
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　県老連女性委員会では、昨年度に引き続い
て、女性委員会設立20周年を記念して発刊し
た「おばあちゃんからの贈り物―富山のふる
さと料理―」に掲載のレシピを中心とした、
地域料理の伝承と高齢者の健康づくりや地域
住民の交流に資することを目的に、料理伝承
教室を開催いたしました。
　今年度は、射水地区において、コロナ禍の
中ではありましたが、感染予防対策を徹底す

る等、射水市老連女性部の皆さんのご努力に
より開催にこぎつけました。
　教室では、最初はとまどいつつも、次第に
打ちとけ、参加者どうし互いに協力しあい、
手際よく全５品を調理しました。その後、自
分たちで調理した料理を全員で実食し、射水
市老連会長をはじめ招待客か
ら講評をいただき、とても和
やかなうちに終了しました。

開 催 日　12月８日㈫
会　　場　救急薬品市民交流プラザ
参 加 者　14名
メニュー　❖みょうが押寿し
　　　　　❖サツマイモとりんごの重ね煮
　　　　　❖白エビのかき揚げと海老の天ぷら
　　　　　❖根野菜とサーモンのカルパッチョ風
　　　　　❖白だしお吸い物

令和２年度　地域料理伝承教室
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富
山
県
で
は
、
全
国
水
準
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
高
齢

化
が
進
ん
で
お
り
、
今
後
も
高
齢
化
率
は
上
昇
し
続
け

る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
県
の
高
齢

者
の
割
合
は
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
う
し

た
高
齢
者
が
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
地
域
社
会
の
担
い

手
と
し
て
生
涯
活
躍
で
き
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
（
生

涯
現
役
社
会
）」
を
実
現
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。

　

さ
ら
に
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
増
加
、
認
知
症
の

方
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
る
一
方
で
、
県
民
の
多
く

の
方
が
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た

地
域
で
暮
ら
し
続
け
た
い
と
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
続

く
な
か
で
、
令
和
２
年
度
は
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
中
止

に
な
る
な
ど
、
皆
様
に
は
ご
不
便
や
ご
負
担
を
お
か
け

し
て
い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
県
と
し
ま
し
て
は
、
感

染
防
止
に
最
大
限
配
慮
し
、
県
民
の
皆
様
の
命
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
課
題
と
し
て
、
今
後
も
高
齢

者
等
が
能
力
を
発
揮
し
て
生
涯
活
躍
で
き
る
エ
イ
ジ
レ

ス
社
会
の
実
現
や
、
健
康
で
と
も
に
支
え
あ
い
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
構
築
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

◆
社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進

　

豊
か
な
経
験
や
知
識
、
技
能
を
持
つ
高
齢
者
に
は
、

そ
の
意
欲
や
能
力
に
応
じ
て
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
社
会
を

支
え
る
担
い
手
と
し
て
、
地
域
貢
献
活
動
等
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
で
は
、
引
き
続
き
、
全
国
一
の
加
入

率
を
誇
る
本
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
が
取
り
組

む
、
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
訪
問
活
動
や
各
地
域
の

リ
ー
ダ
ー
育
成
、
健
康
づ
く
り
や
教
養
・
趣
味
等
の
生

き
が
い
対
策
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会

の
リ
ー
ダ
ー
を
養
成
す
る
「
エ
イ
ジ
レ
ス
社
会
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
」
な
ど
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

　

県
で
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
※
の
深
化
・
推

進
に
向
け
た
気
運
の
醸
成
を
図
る
た
め
、
県
民
フ
ォ
ー

ラ
ム
の
開
催
、
地
域
で
高
齢
者
の
見
守
り
や
生
活
支
援

活
動
を
実
践
す
る
団
体
の
募
集
・
登
録
や
顕
彰
な
ど
を

行
う
と
と
も
に
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
よ
う
、
介
護
予
防
・
自
立
支
援
に
向
け
た
取
組
み

や
在
宅
医
療
の
推
進
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整

備
等
に
対
し
て
支
援
す
る
と
と
も
に
、
保
健
・
福
祉
・

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
担
う
人
材
の
養
成
・
確
保
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
に
お
い
て
は
、
一
昨
年
６
月
に
「
共
生
」

と
「
予
防
」
を
車
の
両
輪
と
す
る
新
た
な
認
知
症
施
策

推
進
大
綱
を
取
り
ま
と
め
、
認
知
症
の
発
症
を
遅
ら

せ
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
希
望
を
も
っ
て
日
常
生
活
を

過
ご
せ
る
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
お
り

ま
す
。
県
で
は
、
こ
れ
に
先
が
け
、
認
知
症
の
早
期
発

見
、
早
期
受
診
に
つ
な
げ
る
た
め
、
地
域
の
健
康
教
室

や
介
護
予
防
教
室
の
開
催
に
併
せ
て
、「
脳
ト
レ
」
や

認
知
症
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
た
相
談
会
を
開
催

す
る
な
ど
、
認
知
症
施
策
の
一
層
の
推
進
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
年
度
は
、
令
和
３
年
～
５
年
の
介
護
保
険
事
業
の

基
本
計
画
と
な
る
第
８
期
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
及

び
県
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
の
策
定
年
で
す
。県
で
は
、

こ
の
計
画
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進

に
向
け
た
取
組
み
を
反
映
し
つ
つ
、
今
後
と
も
老
人
ク

ラ
ブ
を
は
じ
め
関
係
団
体
と
緊
密
に
連
携
・
協
力
し
、

高
齢
者
施
策
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

※�

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
…
高
齢
者
が
医
療
や
介

護
が
必
要
な
状
態
に
な
っ
て
も
、
可
能
な
限
り
住
み

慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
医
療・介
護・介
護
予
防・住
ま
い・

生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制

県政だより

富
山
県
の
高
齢
者
施
策

ー
社
会
参
加
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
と

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
ー
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１�

．
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
活
動
の
推
進

⑴�　

健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防
事
業
の
積
極
的
な
推
進

　

ア�

．
健
康
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

　

イ�

．
女
性
委
員
会
に
よ
る「
地
域
料
理
伝
承
教
室
」

の
開
催

　

ウ
．
シ
ニ
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

⑵�　

市
町
村
老
連
が
行
う
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

講
座
等
に
対
す
る
指
導
・
支
援

　

ア
．
健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る
指
導
・
支
援

　

イ
．
各
種
機
材
等
の
貸
与

　

ウ�

．
全
老
連
「
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支

援
セ
ミ
ナ
ー
」
へ
の
派
遣

２
．
地
域
支
え
合
い
事
業
の
推
進

⑴�　

在
宅
福
祉
を
支
え
る
友
愛
活
動
の
推
進

　

ア�

．
市
町
村
老
連
（
富
山
市
を
除
く
）
が
行
う
老

人
ク
ラ
ブ
訪
問
支
援
活
動
に
対
す
る
助
成

　
　
　

�

令
和
二
年
度
実
績　
四
、五
七
五
千
円（
見
込
み
）

　

イ�

．
高
齢
者
訪
問
支
援
活
動
推
進
リ
ー
ダ
ー
養
成

研
修
会
の
開
催

　
　
　

五
～
七
月　

県
内
五
会
場
六
回

　
　
　
（
富
山
地
区　

二
回
、
高
岡
・
魚
津
・
砺
波
・

　
　
　

射
水
地
区　

各
一
回
）

　

ウ�

．
市
町
村
老
連
友
愛
活
動
実
践
者
研
修
会
の
開
催

　

エ�

．
各
市
町
村
老
連
が
行
っ
て
い
る
訪
問
支
援
活

動
事
例
集
の
発
行
等

⑵�　

地
域
に
密
着
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
促
進

⑶�　

関
係
機
関
・
各
種
団
体
と
の
連
携

３
．
会
員
の
増
強
と
組
織
活
動
の
強
化

⑴�　

多
様
な
事
業
活
動
を
通
じ
た
会
員
増
強

　
　

老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

⑵�　

女
性
会
員
の
活
動
促
進

　
　

市
町
村
老
連
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
の
開
催

⑶�　

機
関
誌
「
元
気
と
や
ま
シ
ニ
ア
」
に
よ
る
活
動

広
報

４�

．
各
種
研
修
会
、
大
会
等
の
開
催
及
び
参
加
に
よ

る
会
員
の
資
質
向
上

⑴�　

研
修
会
へ
の
参
加

　

ア
．
東
海
・
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー

　
　

研
修
会
へ
の
参
加

　

イ�

．
全
老
連　

活
動
推
進
員
等
職
員
セ
ミ
ナ
ー
へ

の
参
加

　

ウ�

．
全
老
連　

高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
・
生
活
支

援
セ
ミ
ナ
ー
（
再
掲
）
へ
の
参
加

⑵�　

大
会
の
開
催
・
参
加

　

ア
．
第
五
十
一
回
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
の
開
催

　

イ�

．
第
四
十
二
回
老
人
若
返
り
祭
り
芸
能
大
会
の

開
催

　

ウ
．
老
人
ク
ラ
ブ
作
品
展
の
開
催

　

エ�

．
第
五
十
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会（
香
川
県
）

へ
の
参
加

【
基
本
方
針
】

　

人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
社

会
が
本
格
化
す
る
中
、富
山
県
老
連
で
は
、

健
康
寿
命
の
延
伸
、
友
愛
活
動
の
推
進
、

安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
目
標
に
、
よ
り

多
く
の
高
齢
者
の
仲
間
の
輪
を
拡
大
し
、

「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、

次
に
掲
げ
る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

県老連

「
令
和
三
年
度 

事
業
の
重
点
目
標
」
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令和３年度　県老連の行事予定表

※１　全老連創立60周年記念全国老人クラブ大会　　　　　　　　　未定　　　　　　　　　　　　　　　東京都
　２　第34回全国健康福祉祭神奈川・横浜・川崎・相模原大会　　　令和４年11月12日㈯～15日㈫　　　　神奈川県

開催月日 行　　　　　　　　　事 場　　　　　　所
４ 23㈮ 県老連　市町村老連会長・事務局長合同会議 県総合福祉会館　602～604号室
５ ７㈮ 県老連　監事会 県総合福祉会館　501号室
12㈬ 県老連　女性委員会 県総合福祉会館　603～４号室
13㈭ 県老連　正・副会長会議 県総合福祉会館　701号室
13㈭ 県老連　理事会 県総合福祉会館　701号室
21㈮ 県老連　老人クラブリーダー研修会 県総合福祉会館　福祉ホール
26㈬ 全老連　理事会 東京都　全社協会議室
下旬～ 県老連　高齢者訪問支援活動推進リーダー養成研修会

　　　　　砺波地区　　５／27㈭・28㈮
　　　　　富山地区⑴　６／９㈬・10㈭
　　　　　射水地区　　６／15㈫・16㈬
　　　　　高岡地区　　６／23㈬・24㈭
　　　　　富山地区⑵　６／29㈫・30㈬
　　　　　魚津地区　　７／８㈭・９㈮

砺波地区　　砺波まなび交流館
富山地区⑴　県総合福祉会館　501号室
射水地区　　救急薬品市民交流プラザ
高岡地区　　高岡市ふれあい福祉センター
富山地区⑵　県総合福祉会館　701号室
魚津地区　　ありそドーム

６ ４㈮ 県老連　評議員会 県総合福祉会館　602～４号室
４㈮ 県老連　理事会 県総合福祉会館　602～４号室

７ １㈭・２㈮ 東海・北陸ブロック老人クラブリーダー研修会 三重県
13㈫・14㈬ 東海・北陸ブロック老連事務局長会議 富山県
中旬 県老連　女性委員会 県総合福祉会館
下旬 県老連　市町村老連女性リーダー研修会 県総合福祉会館

８ 上旬 県老連　県老連会長表彰選考委員会 県総合福祉会館
９ 10㈮ 全老連　活動推進員等職員セミナー 東京都　全社協会議室
13㈪ 全老連　都道府県・指定都市老連事務局長会議 東京都　全社協会議室
15㈬ 老人の日
15㈬～21㈫ 老人週間
20㈪ 敬老の日
20㈪ 第36回全国一斉「社会奉仕の日」
中旬～ 県老連　健康づくりセミナー（３日間） 県総合福祉会館　福祉ホールほか

10 27㈬・28㈭ いきいきとやま・健康と長寿の祭典 富山県民会館
28㈭　第51回富山県老人クラブ大会 ホール
　　　第42回富山県老人若返り祭り芸能大会 ホール
27㈬・28㈭老人クラブ作品展 地下展示場
（26㈫作品搬入）

30㈯～11／２㈫ 第33回全国健康福祉祭ぎふ大会「ねんりんピック岐阜2021」岐阜県
30㈯～11／２㈫ 第30回地域文化伝承館 岐阜県

11 16㈫・17㈬ 第50回全国老人クラブ大会 香川県
12 ６㈪・７㈫ 全老連　高齢者の健康づくり・生活支援セミナー 東京都　全社協灘尾ホール
上旬 県老連　理事会
上旬 県老連　女性委員会

１ 上旬 県老連　正・副会長会議 県総合福祉会館
下旬 県老連　市町村老連事務局長会議 県総合福祉会館

２ ２㈬・３㈭ 全老連　都道府県・指定都市老連代表者会議 東京都　全社協灘尾ホール
24㈭・25㈮ 東海・北陸ブロック老連会長・女性代表者会議 福井県
下旬 県老連　正・副会長会議 県総合福祉会館

３ 上旬 県老連　女性委員会 県総合福祉会館
上旬 県老連　友愛活動実践者研修会 県総合福祉会館
上旬 県老連　理事会 県総合福祉会館
11㈮ 全老連　理事会・評議員会 東京都　全社協会議室
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全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
表
彰
受
章
者

・
育
成
功
労
表
彰

　

木
間　

美
也
子

　
　
　
　
　

富
山
県
老
連
監
事

　

中
島　

ひ
ろ
子

　
　
　
　
　

前
黒
部
市
老
連
理
事

　

田
屋　

咲
子

　
　
　
　
　

前
小
矢
部
市
長
寿
連
副
会
長

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰

　

東
加
積
地
区
長
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長　

川
岸
忠
毅
）

　

宮
島
長
寿
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長　

井
上
善
夫
）

・
優
良
市
町
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
表
彰

　

舟
橋
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
　
（
会
長　

明
和
俊
一
）

　

令
和
二
年
十
一
月
十
七
・
十
八
日
の
二
日
間
に
わ

た
り
、
山
形
県
山
形
市
に
お
い
て
開
催
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
し
た
第
四
十
九
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

は
、
折
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況

を
踏
ま
え
開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
全
国
か
ら
約
千
六
百
名
の
老
人
ク
ラ

ブ
会
員
・
関
係
者
が
参
集
す
る
盛
大
な
大
会
と
な
る
と

こ
ろ
で
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
活
動
交
流
部
会
、
講
演

会
及
び
表
彰
式
典
す
べ
て
が
見
合
せ
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
全
老
連
会
長
表
彰
に
つ
き
ま
し
て
は
、
式

典
に
か
か
わ
ら
ず
次
の
と
お
り
決
定
さ
れ
、
表
彰
状

お
よ
び
記
念
品
が
別
途
、
各
市
町
村
老
連
会
長
よ
り

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
開
催
中
止
と
は
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
宣

言
が
別
記
の
と
お
り
主
催
団
体
の
合
意
を
得
て
公
表

さ
れ
ま
し
た
。

第
四
十
九
回 

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

活動発表等は大会要覧での誌上発表になりました

山形県内の市町村老連から届いた
「おもてなしメッセージカード」と紅花の種
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令
和
二
年
十
一
月
十
八
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
四
十
九
回
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

宣
　
　
言

一
、
高
齢
者
の
社
会
参
加
を
働
き
か
け
仲
間
づ
く
り
の
輪
を
広
げ
ま
す

一
、
健
康
づ
く
り
・
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
予
防
で
元
気
高
齢
者
を
め
ざ
し
ま
す

一
、�

友
愛
活
動
を
基
盤
に
新
地
域
支
援
事
業
と
連
携
し
た
支
え
合
い
活
動
に

努
め
ま
す

一
、�

高
齢
者
の
尊
厳
が
守
ら
れ
る
諸
制
度
・
地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
め
ざ

し
ま
す

　

わ
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
が
本
格
化
す
る
な
か
で
、

引
き
続
き
社
会
の
活
力
を
維
持
・
増
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
障
害
の
あ
る
人
々
な
ど

あ
ら
ゆ
る
住
民
が
、
意
欲
と
自
ら
の
能
力
に
応
じ
て
役
割
を
も
ち
、
相
互
に
支

え
合
い
な
が
ら
、
地
域
、
暮
ら
し
、
生
き
が
い
を
共
に
築
き
あ
げ
て
い
く
「
地

域
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
法
改
正
の
も
と
に
取
り
組
み
を
す
す
め
て
い

こ
う
と
の
動
き
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
高
齢
者
の
当
事
者
団
体
で
あ
る
全
国
の
老
人
ク
ラ
ブ

が
、
主
体
的
、
積
極
的
に
社
会
参
加
を
働
き
か
け
、
健
康
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
に
努
め
、
貢
献
し
て
い
く
こ
と
は
、
き
わ
め
て
意
義
の
あ
る
こ
と
で
す
。

　

と
り
わ
け
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界
的
な
感
染
拡
大
と
い
う
、
か
つ

て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
災
禍
に
お
か
れ
て
い
る
今
日
、
感
染
防
止
の
た
め
の

「
新
し
い
生
活
様
式
」
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て
多
様
な

ク
ラ
ブ
活
動
と
互
助
活
動
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
は
、「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地
域

づ
く
り
を
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も
と
、
次
の
重
点
事
項
の
実
践
を
誓
い
、
こ

こ
に
宣
言
し
ま
す
。
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〒933‐0133　富山県高岡市太田88‐1

予約専用☎ 0766‐44‐6161
TEL.0766‐44‐6050（代）　　FAX.0766‐44‐0599

https://www.isohanabi.jp

　
　

私
の
住
む
野
町
地
区
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
を
「
長
生

会
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
長
生
会
の
創
設
は
昭
和
三
十
八

年
で
す
が
、
昭
和
五
十
七
年
、
町
内
会
の
法
人
化
に
伴
い
、

長
生
会
は
他
の
各
種
団
体
等
と
同
様
に
、
町
内
会
の
下
部

組
織
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
さ
れ
ま
し
た
。
六
十
五

歳
以
上
は
必
須
で
会
員
と
な
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

在
、
会
員
数
百
二
十
八
名
（
内
、
男
性
五
十
七
名
、
女
性

七
十
一
名
）
で
、
加
入
率
九
十
九
％
で
す
。

　

本
会
の
目
的
は
、
高
齢
者
の
絆
の
強
化
を
は
か
り
、
町
内

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
の
活
動
と
し

祭
の
運
営
、
春
と
秋
の
祭
り

の
運
営
を
担
っ
て
い
ま
す
。

第
二
点
は
、
町
内
会
の
合
同

法
要
の
準
備
・
運
営
、
第
三

点
は
、
町
内
合
同
作
業
前
の

神
明
社
の
除
草
を
行
う
準
備

段
階
の
薬
剤
散
布
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
本
年
度
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
の
た

め
に
中
止
と
な
り
ま
し
た

て
、
健
康
増
進
、
福
祉
・

奉
仕
活
動
と
研
修
会
の
ほ

か
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
等

の
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
の
行
事
・
事
業

の
な
か
で
、
長
生
会
が

担
っ
て
い
る
具
体
的
な
活

動
を
三
点
紹
介
し
ま
す
。

第
一
点
は
、
神
明
社
の
管

理
と
神
社
行
事
の
運
営
で

す
。
元
旦
早
朝
の
初
詣
の

運
営
、
一
月
八
日
の
新
年

が
、恒
例
と
な
っ
て
い
る
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
や
親
睦
旅
行
、

さ
ら
に
悠
友
ク
ラ
ブ
滑
川
の
行
事
へ
の
積
極
的
な
参
加
、
児

童
の
見
守
り
活
動
、
国
道
地
下
道
の
清
掃
活
動
、
公
民
館
の

花
壇
の
環
境
美
化
活
動
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
対
策
と
し
て
、
毎
月
、
理
事
会
（
各
班
役
員

十
名
参
加
）
を
開
き
、
役
員
相
互
の
連
携
・
連
絡
を
取
り

合
い
、
諸
事
業
が
点
と
点
を
、
さ
ら
に
は
細
く
な
り
が
ち

な
線
を
し
っ
か
り
と
結
び
つ
け
、
地
域
の
高
齢
者
を
支
援

す
る
こ
と
が
で
き
る
手
段
と
な
る
よ
う
留
意
し
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
私
た
ち
は
、無
理
を
せ
ず
、「
で
き
る
こ
と
を
で
き
る

だ
け
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
活
動
内
容
を
選
別
し
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
長
く
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東　
か
　
　
ら

　
　
　
西

　
　
　
　
か

　
　
　
　
　
ら

滑川市
野町長生会

で
き
る
こ
と
をで

き
る
だ
け
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詳細はHPをご覧ください。

新型コロナウィルス対策を励行しましょう！

〒939-8224 富山市友杉151番地
Ｔ Ｅ L 076‐428‐0809 http：//www.toyama-pref-ihc.or.jp

※屋上防水改修工事によりご利用いただけな
　かった露天風呂が、３月下旬にオープン！

『とやま健康パーク』で気軽に
運動・スポーツを楽しみましょう！

マスク着用 手指消毒 距離を保つ

　

池
田
町
（
現
在
は
北
大
町
で
、
道
の
駅
「
ひ
み
番
屋
街
」
も
町

内
の
一
角
に
あ
り
ま
す
）
は
、
現
在
二
百
五
十
所
帯
弱
で
、
ご
多

聞
に
も
れ
ず
年
々
減
少
傾
向
で
、
空
き
家
や
一
人
暮
ら
し
の
方
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
老
人
会
会
員
も
減
少
し
て
お
り
、
昨
年
三
月

末
の
会
員
数
は
百
十
九
名
（
男
四
十
二
名
、
七
十
七
名
）
で
、
内
、

九
十
歳
以
上
十
八
名
、
八
十
歳
代
三
十
四
名
、
七
十
歳
代
五
十
五

名
、
六
十
歳
代
十
二
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
員
を
増
や
す
と
同

時
に
、
役
員
を
引
き
受
け
て
も
ら
え
る
層
の
充
実
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
お
り
、
昨
年
三
月
に
は
、「
老
人
会
加
入
の
お
願
い
」

を
町
内
回
覧
し
、
役
員
が
勧
誘
に
回
り
、
新
た
に
四
名
の
方
に
加

記
録
、
消
毒
ス
プ
レ
ー
に
よ

る
手
指
消
毒
、
三
密
回
避
）

を
決
め
、
会
員
に
は
「
新
し

い
生
活
様
式
」
の
実
践
例
等

や
「
通
い
の
場
に
参
加
す
る

た
め
の
留
意
点
」を
配
布
し
、

協
力
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
六
月
に
「
き
と
き

と
一
〇
〇
歳
体
操
」
を
再
開

し
、
七
月
か
ら
は
「
カ
ラ
オ

ケ
教
室
」の
再
開
に
加
え
て
、

碁
盤
等
の
備
品
を
会
員
か
ら

寄
附
し
て
い
た
だ
き「
囲
碁
・
将
棋
を
楽
し
む
会
」を
新
規
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。「
き
と
き
と
一
〇
〇
歳
体
操
」
終
了
後
に
は
、

参
加
者
全
員
で
公
民
館
の
清
掃
・
窓
ガ
ラ
ス
拭
き
や
除
草
等
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
カ
ラ
オ
ケ
教
室
で
は
、
除
菌
ウ
エ
ッ

ト
シ
ー
ト
を
会
で
購
入
し
、
一
曲
毎
に
マ
イ
ク
の
消
毒
を
徹
底

し
、
椅
子
や
テ
ー
ブ
ル
等
の
消
毒
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
か
ら
は
、
町
内
の
方
か
ら
寄
附
し
て
い
た
だ
い
た
牌
や

卓
を
使
っ
て
「
健
康
麻
雀
教
室
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
週
一
回

で
す
が
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
効
果
か
ど
う
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
新
年

度
か
ら
新
た
に
会
員
に
な
り
た
い
と
い
う
話
も
聞
こ
え
て
き

て
、
役
員
一
同
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

会
員
懇
親
会
・
春
秋
の
旅
行
・
忘
年
会
・
新
年
会
が
中
止
と

な
り
、
楽
し
み
が
減
っ
た
と
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
な
が
ら
、
感
染
予
防
を
徹
底
し
、
活
動
を
積
極
的

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

入
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
予
防
の
観
点
か

ら
、
三
月
以
降
は
行
事
を
全

て
中
止
し
ま
し
た
が
、
五
月

に
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ

れ
た
後
、
感
染
予
防
対
策
の

徹
底
に
よ
り
活
動
再
開
可
能

と
の
連
絡
を
受
け
、
役
員
会

で
、
公
民
館
入
館
時
の
ル
ー

ル
（
マ
ス
ク
の
着
用
、
非
接

触
型
体
温
計
に
よ
る
検
温
・

氷見市

池田町老人会

コ
ロ
ナ
禍
で
も
対
策
し
、

楽
し
い
活
動
を
！
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水　道

約１週間 約１週間 約１ヶ月

電　気 ガ　ス

　�　災害発生から３日間（72時間）は人命救助がまず優先され、支援物資はすぐには届きません。支
援物資の輸送準備には時間を要し、支援物資が届くまで３日間程度を要することが多いようです。
　�　そこで、まずこの３日間、そして、電気が復旧する１週間後までの備えを基本として備蓄を
考えておく必要があります。
　　＜参考＞復旧に要する一般的な期間（東日本大震災の場合）

　東日本大震災から10年が経ちましたが、その後も、日本各地において地震・風水害・土石災害
などが頻発し、その都度、尊い命が犠牲となったり、多数の被災者が避難する事態となっていま
す。幸いにして、富山県では大きな災害には見舞われていませんが、今後、富山県内でも災害が
起きない保証はありません。
　高齢者は、自力での避難が難しい場合も多く、支援を必要とする、いわば災害弱者（＝避難時
要援護者）であり、一般の住民より日頃からの備えがとても重要です。

 1備蓄は３日分以上

　�　災害時は、食生活が不規則になるため健康状態が不安定となりがちです。特に、高齢者は、
その影響を受けやすいものです。
　　備蓄する食料品を選ぶに当たって、次の項目に留意しましょう！

 2食品類の備蓄と保管方法

❶食べ慣れた食品 ❷すぐ食べられる食品 ❸不足しがちな栄養を補給

　支給される食品は、
高齢者にとって食べづ
らいことがあります。
普段食べ慣れた食品な
ら、しっかり栄養を摂
取できます。

　レトルト食品、乾燥食品
などは簡単な調理ですぐに
食べることができます。栄
養補給ゼリーやおかゆは、
そのまま食べられるほか水
分の補給も
できます。

　支給される食品は、炭水化
物中心で、たんぱく質や生野
菜が不足しがちです。高齢者
の場合、栄養バランスの偏り
が体調不良に直結することが
あります。肉・魚・豆などの
缶詰、インスタントのスー
プ・味噌汁などで必要な栄養
素を補います。

高齢者のための「災害への備え」
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　備蓄している食品の消費期限が保管中に経過してしまうことがあります。備蓄を続けていくた

めに、消費期限が近づいた非常食などを日常で使用し、定期的にその分を買い足す（補充する）

ことで非常食を適切に管理することができます。これを「ローリング・ストック」と言います。
　食品を消費期限毎に分けて保管することで効率的に使用・補充することができます。

　備蓄場所を１カ所に限定せず、家のあちこちに分散しておけ
ば建物が倒壊した場合でも備蓄品を確保・活用できる可能性が
高まります。

★備えておきたい食品類チェックリスト★

★日用品備蓄チェックリスト★

□飲料水（１人１日約３リットル）　　　□栄養補助食品

□主食（レトルトご飯、麺など）　　　　□缶詰（果物、小豆など）

□主菜（レトルト食品）

□加熱せずに食べられるもの（かまぼこ、チーズなど）

□菓子類（チョコレート、ポテトチップスなど）

　�　次に掲げる日用品は一般的なものです。ライフラインが停まった場合を想定して、各世帯の
生活実態に即して必要な量の備蓄品を用意しましょう。

□生活用水　　　　　　　　　　□持病の薬、常備薬　　　　□ゴミ袋

□救急箱　　　　　　　　　　　□トイレットペーパー　　　□ティッシュペーパー

□ライター　　　　　　　　　　□乾電池　　　　　　　　　□使い捨てカイロ

□カセットコンロ・ボンベ　　　□懐中電灯　　　　　　　　□着替え

□ゴム手袋・軍手　　　　　　　□その他（保温シート、ナイフ、缶切り、簡易トイレ）

 3日用品の備蓄

家庭での備蓄は、ローリング・ストックで

備蓄品の収納のコツ

ポイント

ポイント
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　　いざという時のために、家の内外をチェックしておきましょう。

□寝室や出入り口付近に倒れそうな家具を置かない

□逃げ道になるところに割れ物や不安定なものを置かない

□戸棚の引き出しは中のものが飛び出さないようにストッパーを取付ける

□背の高い家具や重いものは壁などに固定する

□窓や戸棚のガラスには、飛散防止フィルムを貼る

□ブロック塀など家の周辺の安全を確認する（倒れ掛かっていないかなど）

　�　万が一に備えて、最低限のものをすぐに持ち出せるように、次のチェックリストを参考に
リュックやショルダーバッグなどにまとめて、準備しておきましょう。

（＊❶）「お薬手帳」があれば、通院できなくても薬の処方が可能になります。
（＊❷）自動販売機利用のために「現金（小銭）」もあわせて用意しておくと便利です。
（＊❸）「入れ歯」は、食事をするのに必ず必要なものです。非常時に持ち出しできるよう枕元に
　　　 置くのがお薦めです。

（＊❹）「杖」は、歩行のほかにも、冠水した道路を歩く際に路面の状況を確認するのに重宝します。

※�コロナ禍では、避難所内の３密が想定されます。上記に加えて、マスク、手指消毒用ティッシュ、

スリッパ、ビニール手袋、ゴミ袋、体温計、石鹸なども用意しておくと感染予防に役立ちます。

持ち出し品メモポイント

★非常用持ち出し品チェックリスト★

★安全対策チェックリスト★

□健康保険証　　　□お薬手帳（＊❶）　　　□懐中電灯　　　□携帯電話の充電器

□現金（＊❷）　　  □緊急連絡先のメモ　　  □タオル　　　　□飲料

□食品類　　　　　□持病の薬　　　　　　  □給水袋　　　　□入れ歯（＊❸）

□杖（＊❹）　　　  □老眼鏡・補聴器

□その他生活必需品（ゴミ袋、使い捨てカイロ、乾電池、筆記具　など）

 4非常用持ち出し品

 5家の内外の安全対策
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特に右側に注意！ 夜間に

右からの横断者

発生

交通事故にあわない行動を心がけましょう！

● 反射材なし ● 反射材あり

付けてますか？
あなたを守る

富山県警察本部交通部交通企画課　公益財団法人富山県交通安全協会

右側

ある・ない

運転時は

反射材が でこんなに違う！

に注意！
● 反射材の着用プラス安全確認の徹底！

● 暗くなってからの外出は控えよう

反射材

ほとんど見
えない… ハッキリ見

える

手足など動くと
ころに着用する
ことで、シール
など小さい物で
も効果あり！
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　昭和から平成、そして新しい時代へ…
　私たち老人クラブは、活動の輪を広げ、今日、我が国有数の高齢者組織へと発展してきました。
　また、仲間同士の一層の結束を求めて、昭和30年代には、全国各地に老人ク
ラブ連合会が次々に創立されました。そのなかで、昭和37年（1962年）に創立さ
れた全国老人クラブ連合会は、2022年、創立60周年を迎えます。
　このたび、創立60周年を記念して全国老人クラブ会員章を、新たに作成しました。
　記念会員章を着用して、私たち老人クラブの輪をさらに大きく広げましょう！

◦お申し込み・お問合わせは、所属の市町村老連または県老連へお願いします。

１部 1,000円（税込）

◦�お申し込み・お問合わせは、所属の市町村老連または県老連へ
お願いします。

　富山県産の食材を使った素朴な家庭料理のレシピ
をわかりやすく掲載しています。

創立60周年記念
創造と連帯のシンボル

全老連　創立60周年記念　会員章

「おばあちゃんからの贈り物」「おばあちゃんからの贈り物」
富山県老連女性委員会設立20周年記念

発売中!

レシピ集


